
平成23年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その８ 

平成23年12月６日（火） 

                                           

    

（午後３時40分 再開） ○議長（井上勝彦君）６番 山田君の一般質

問に対する答弁を求めます。 ○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。  市長。 

 日程に従い、一般質問を行います。 〔市長（木下善之君）登壇〕 

 順番15、６番 山田君。 ○市長（木下善之君）山田議員の質問にお答

えいたします。 〔６番（山田哲弥君）登壇〕 

○６番（山田哲弥君）通告に従いまして一般

質問を行います。 

 杉村公園は、南海高野線御幸辻駅西に位置

し、面積12.7haを有する総合公園として昭和

46年10月より供用を開始しています。  まず、１番目は、杉村公園周辺の整備計画

であります。  本公園の豊かな緑とオープンスペースは、

子どもからお年寄りまでの幅広い年齢層の自

然との触れ合い、レクリエーション活動、健

康運動、文化活動等多様な活動の拠点施設と

位置づけており、地元の文化遺産を継承した

自然主体型の屋外レクリエーション施設とし

て、市内外を問わず多くの方に利用されてい

ます。 

 国道371号バイパス建設が進んでおります。

そこで、この機会を利用して杉村公園周辺を

今以上に市内・市外の利用者の増加を図り、

魅力ある橋本市を形成する必要があると思わ

れますが、市長は杉村公園周辺の整備計画に

ついてどのようなビジョンを持っておられる

のか、お聞きしたいと思います。 

 次に、２番目の市道橋の調査・点検の進捗

状況であります。 

 しかし、本公園へ進入する道路は狭隘で、

駐車場も狭いため、車での来園者には大変不

便な状況であることや、自然の現況の山に位

置していることから、広場が十分に確保され

ていないことなどが問題点となっております。 

 平成21年12月定例会で、市道橋の調査・点

検について一般質問をいたしました。答弁は、

「市道として管理している橋梁は、平成20年

度現在440橋で、そのうち道路橋は416橋、歩

道橋は24橋です。本市においても20年後には

橋梁の標準的な耐用年数の50年を経過する橋

梁が66％を占め、急速に高齢化橋梁が増大し

ます。安全確保、また、今後見込まれる修繕、

かけかえに要する費用の平準化、コストの削

減を図るため、平成21年度の地域活力基盤創

造交付金事業の第３回配分枠で新規要望をし

てまいります」ということでございました。 

 このような中、国道371号バイパスが本公園

の東側に接する形で事業化されており、国道

371号バイパスから直接入園できる駐車場や

多目的広場等の施設整備を行うことで利便性

や快適性を向上させ、充実した公園として多

くの方に親しまれると考えます。 

 これらを社会資本総合整備事業補助を活用

し整備していくこととしており、平成23年度

において計画の作成にとりかかっており、早

い時期に議会にお示しする予定となっており

ます。 

 市道橋の調査・点検の進捗状況をお聞きし

ます。 

 以上で１回目の質問を終わります。  また、最寄り駅の御幸辻駅につきましては、
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杉村公園の駐車場整備とあわせ、本駅西側に

新たに駅前広場を整備するため、同事業で実

施設計を行っております。 

 さらに、橋本市の名誉市民であり、世界的

な数学者、岡 潔博士記念館を杉村公園内に

建設し、岡 潔博士の資料、業績の展示、算

数・数学に係る展示を行い、より一層魅力あ

る杉村公園として整備してまいる考えでござ

います。 

 また、杉村公園の駐車場には、橋本市はも

ちろん高野山、紀南方面への観光客に市内の

物産品販売するための誘客施設の整備とあわ

せ、休憩所やトイレの整備を検討してまいり

ますので、今後ともご指導のほどよろしくお

願いをいたします。 

 そして、また、私も杉村公園の上の芝生広

場へ今年も行きましたが、ああいうところへ

も野外ステージみたいな、あまり金のかから

ないような、法を利用していくと、そういう

こと等、ほかにも再整備しなければならない

のは各所にあるやに思いますので、また、皆

さんのご意見をお聞きしながら、充実した公

園にしてまいりたいと思ってございます。よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

 なお、残余の件につきましては、担当参与

よりお答えさせます。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）本市における橋梁

調査点検につきましては、市道橋440橋のうち

幅員2.5ｍ以下の車道橋102橋及び歩道橋24橋

を除く314橋を対象に実施しています。 

 現在までのところ、平成21年度には橋長15

ｍ未満の橋梁232橋を、また、平成22年度には

橋長15ｍ以上の橋梁82橋をそれぞれ実施し、

対象の314橋すべての調査点検が完了してい

ます。 

 本年度につきましては、これまでの調査結

果に基づき、劣化状況等を考慮し、詳細調査

が必要と判断される７橋について調査を行っ

ています。 

 また、幅員2.5ｍ以下の車道橋102橋及び歩

道橋24橋につきましても、本年度から調査点

検を進める予定です。 

 今後は、これらの点検結果を踏まえ、各橋

梁の状態に見合った長寿命化工法を検討し、

あわせて、災害時の緊急輸送路や生活基盤道

路としての重要度等、あるいは財政状況等も

勘案しながら、本年度から来年度にかけて長

寿命化計画を策定していきたいと考えていま

す。 

○議長（井上勝彦君）６番 山田君、再質問

ありますか。 

 ６番 山田君。 

○６番（山田哲弥君）市長から、杉村公園周

辺の整備計画についてご答弁いただきました。

いろいろな事情もあるということもあって、

明言は避けられたような感じでございます。

であるんですけれども、国道371号バイパス建

設促進協議会を設置し、市長自身が先頭に立

って国・県・府、そして関係機関に対して陳

情、そして要望等を行っていただいておりま

す。一日でも早く完成できるよう努力をして

いただいておりますことは、本当にありがた

く思うわけでございます。 

 そのかいもございまして、和歌山県側につ

きましては、仁坂知事の裁量もあって平成25

年度中には完成のめどが立ってまいった状況

だと思います。しかしながら、府県間道路で

あります（仮称）新紀見トンネル、これにつ

いては着工にはまだまだ時間がかかると思い

ます。 

 市長としまして、先ほどご答弁の中にござ

いました、施設、そして駐車場とかいったも

のについて、できましたら平成25年度中に建

設着工を考えておられるのかどうか、これに
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ついてお聞きしたいと思います。 ○議長（井上勝彦君）６番 山田君。 

○議長（井上勝彦君）６番 山田君の再質問

に対する答弁を求めます。 

○６番（山田哲弥君）それから、ご答弁の中

で、点検結果を踏まえ、災害時の緊急輸送路

や生活基盤道路としての重要度等を考慮しな

がら橋梁長寿命化計画を策定していくという

ご答弁をいただきました。それについて、こ

の長寿命化計画書を策定する年度はいつごろ

になるんですか、お聞きします。 

 市長。 

○市長（木下善之君）再質問にお答えいたし

ます。 

 現在、全体計画、あるいは、これから用地

買収等々に入っていくわけでございますけれ

ども、工事につきましては早くて25年ぐらい

からしかかかれないのではないかな。完成に

至るまで最低２年はかかると思います。しか

し、できるだけ、やはり橋本市の特色を出す

意味で通称道の駅ですね、そういうことを踏

まえて充実してまいりたいと思っております。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）調査点検の結果が

本年度で一段落します。その後の長寿命化計

画を策定するにあたっては、修繕工事、長寿

命化を図るためのもろもろの工事費に非常に

多額の費用を要しますことから、財政的な面

からの視点が一つ検証が要るのかなというふ

うに思いますし、また、災害等を念頭に置い

た緊急順位、幹線道路あるいは迂回路のある

道や否やという点でありますとか、それから、

橋梁そのものの老朽度の度合い、修繕工事の

必要性の度合い、各方面からかなり検証をす

る必要がございます。 

○議長（井上勝彦君）６番 山田君。 

○６番（山田哲弥君）ただ今、市長のほうか

ら、25年度をめどにして建設を、そしてまた

道の駅的なものを建設してまいりたいという

ご答弁をいただきました。橋本市の活性化及

び魅力あるまちづくりのために一日でも早い

早期実現をお願い申し上げておきます。 

 続きまして、２番目の件についてでござい

ます。前回質問をいたしましたときは、平成

21年度地域活力基盤創造交付金事業に基づき

要望してまいりたいという答弁でございまし

た。今回は長寿命化修繕計画策定事業費補助

制度と長い名称でございますけれども、その

ように変わったというご答弁でございます。

どのように変わったのか、お聞きしたいと思

います。 

 ただ、最終的に一番重要なのは、やはり市

の財政状況等の見合いの中で、何年から着工

でき、何年ぐらいまででしたら財政負担等に

も耐えれるかというところもあわせて検討し

ていくことになりますので、いつまでに計画

を練るというのはやってみないとわからんと

いうことで、かといって、数年もかかってと

いうことでは決してございませんけども、少

なくとも来年度あたりから本格的にその計画

策定に向けて進んでいきたいなというふうに

考えてございます。 

○議長（井上勝彦君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）国の補助制度、交

付金制度自体がこの数年の中で激変しており

ます。ということで、平成21年当時はそうい

う名称だったんでございますけど、本年度に

つきましてはそういった名称で交付金をいた

だきながら事業なり計画を実施しているとい

うところでございます。 

○議長（井上勝彦君）６番 山田君。 

○６番（山田哲弥君）今、部長からご答弁い

ただきました。そういったことで、どこが悪

いかとか、いろんなその結果を見てみらな、

なかなか修繕もできていかないと、工事もや

っていけるというようなことでございますの
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で、一日も早くこの計画書を策定していただ

きまして、悪い橋という言葉はいかがなもの

かと思うんですけれども、急を要する修繕橋

について、予算の都合もあるだろうと思いま

すけれども、一日も早くその橋を直していた

だきたいと、このように思います。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（井上勝彦君）これをもって、６番 山

田君の一般質問は終わりました。 
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